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Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
自
己
資
本
に
対

し
、
純
利
益
が
何
割
か
を
示

す
指
数
の
こ
と
。
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が

高
い
ほ
ど
、
株
主
の
投
下
資

本
に
対
し
会
社
が
効
率
的
に

利
益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を

示
す
。

　
21
年
３
月
期
時
点
で
海
運

大
手
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
15
―
22
％

と
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
で
一

般
的
に
求
め
ら
れ
る
10
％
を

ク
リ
ア
し
て
い
た
。

　
最
大
の
理
由
は
自
己
資
本

に
比
べ
、
純
利
益
が
先
行
し

て
増
加
し
た
点
に
あ
る
。

　
３
社
が
出
資
す
る
オ
ー
シ

ャ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
Ｏ
Ｎ
Ｅ
）
は
20
年

後
半
か
ら
本
格
的
に
米
国
な

ど
の
「
巣
ご
も
り
需
要
」
の

取
り
込
み
に
成
功
。
Ｏ
Ｎ
Ｅ

の
22
年
３
月
期
税
引
き
後
利

益
は
、
前
年
比
約
５
倍
の
約

２
兆
１
８
０
０
億
円
を
計
上

し
た
。

　
海
運
大
手
は
各
約
３
割
を

出
資
し
て
い
る
た
め
、
21
年

２
月
か
ら
22
年
６
月
ま
で
に

合
計
５
回
の
配
当
を
受
け
取

り
、
配
当
額
は
１
兆
円
を
超

え
た
。

　
自
己
資
本
の
積
み
上
げ
の

基
礎
と
な
る
利
益
剰
余
金
は

期
末
以
降
に
計
上
さ
れ
る
た

め
、
純
利
益
が
先
行
し
て
計

上
さ
れ
た
形
だ
。

　
一
方
、
足
元
で
は
自
己
資

本
と
純
利
益
の
関
係
が
過
渡

期
に
入
っ
て
い
る
。

　
海
運
大
手
の
23
年
９
月
期

の
自
己
資
本
は
、
日
本
郵
船

２
兆
６
４
７
１
億
円
、
商
船

三
井
２
兆
１
６
０
３
億
円
、

川
崎
汽
船
１
兆
５
８
３
７
億

円
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。

　
日
本
郵
船
や
川
崎
汽
船
は

自
社
株
買
い
を
実
施
し
て

い
る
。
本
来
、
自
社
株
買

い
の
原
資
は
自
己
資
本
と
な

る
た
め
自
己
資
本
は
減
少
す

る
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
自
社

株
買
い
の
株
式
は
「
消
却
」

す
る
ま
で
自
己
資
本
が
減
少

に
転
じ
な
い
と
み
ら
れ
る
。

期
末
以
降
に
自
己
資
本
が
減

少
に
転
じ
れ
ば
、「
適
正
な

資
本
構
成
を
構
築
で
き
る
」

（
海
運
幹
部
）。

　
今
期
は
過
去
最
高
の
自
己

資
本
、
コ
ン
テ
ナ
船
市
況
の

不
透
明
感
で
23
年
９
月
期
時

点
の
期
末
予
想
で
Ｒ
Ｏ
Ｅ
10

％
を
超
え
て
い
る
の
は
商
船

三
井
だ
け
。

　
し
か
し
、
11
月
以
降
、
イ

エ
メ
ン
の
武
装
組
織
フ
ー
シ

派
に
よ
る
紅
海
を
航
行
す
る

船
舶
へ
の
襲
撃
が
発
生
。
足

元
で
は
Ａ
Ｐ
モ
ラ
ー
・
マ
ー

ス
ク
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
―

Ｃ
Ｇ
Ｍ
、
ハ
パ
ッ
ク
ロ
イ
ド

な
ど
世
界
の
主
要
コ
ン
テ
ナ

船
社
が
紅
海
を
迂
回
す
る
こ

と
を
表
明
し
た
。

　
自
動
車
船
や
タ
ン
カ
ー
、

バ
ル
カ
ー
船
社
も
紅
海
を

迂
回
、
喜
望
峰
回
り
の
遠

距
離
航
路
を
選
択
し
て
い

る
。

　
特
に
コ
ン
テ
ナ
船
は
新
造

船
の
発
注
が
急
増
し
、
来
年

の
市
況
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
。

　
パ
ナ
マ
運
河
で
も
渇
水
に

よ
る
通
航
制
限
が
長
期
化
さ

れ
て
お
り
、「
洋
の
東
西
」

の
主
要
運
河
が
大
き
な
制
約

を
受
け
て
い
る
。

　
24
年
３
月
期
末
に
向
け
自

己
資
本
の
適
正
水
準
、
純
利

益
の
押
し
上
げ
が
あ
れ
ば
、

各
社
と
も
に
Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
を

超
え
る
可
能
性
は
高
い
。

　
も
う
一
つ
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
株
価
純
資

産
倍
率
）
に
つ
い
て
も
自
己

資
本
の
水
準
次
第
で
は
、
時

価
総
額
の
押
し
上
げ
で
理
論

上
の
解
散
価
値
と
同
等
と
さ

れ
る
１
倍
も
視
野
に
入
り
そ

う
だ
。�

（
山
本
裕
史
）

　
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
が
ま

と
め
た
11
月
の
ア
ジ
ア
18
カ

国
・
地
域
発
米
国
向
け
往
航

（
北
米
東
航
）
の
コ
ン
テ
ナ

輸
送
量
は
、
前
年
同
月
比
10

％
増
の
１
５
５
・
４
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
と
な
っ
た
。
前
年
同
月
比

プ
ラ
ス
に
な
る
の
は
２
カ
月

連
続
。
ま
た
前
月
に
続
き
２

桁
増
と
な
っ
た
。
中
国
や
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
主
要
出
荷
地
が

軒
並
み
２
桁
増
と
な
っ
た
こ

と
が
寄
与
し
た
。
日
本
海
事

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
米
国
の

消
費
が
悪
く
な
い
ほ
か
、
小

売
業
が
過
剰
在
庫
か
ら
脱
し

つ
つ
あ
る
の
で
今
後
、
荷
動

き
は
伸
び
て
く
る
の
で
は
」

と
分
析
し
て
い
る
。

�
（
３
面
に
関
連
記
事
）

　
国
・
地
域
別
の
11
月
実
績

は
表
の
通
り
。
中
国
積
み
は

11
％
増
の
85・１
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、

韓
国
７
％
増
の
10
・
４
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
、
台
湾
14
％
減
の
５
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
。
日
本
は
１
％
減
の

５
・
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
。
日
本
積

み
の
マ
イ
ナ
ス
は
３
カ
月
ぶ

り
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）
積
み
は
17
％

増
の
37
・
８
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
。
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
主
要

地
域
が
２
桁
増
と
好
調
だ

っ
た
。
南
ア
ジ
ア
積
み
は
、

８
％
増
の
11
・
４
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
。

　
品
目
別
で
は
、
上
位
20
品

目
中
18
品
目
が
増
加
。
最
大

シ
ェ
ア
の
家
具
・
寝
具
な
ど

は
11
％
増
の
27
・
４
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
。
２
位
機
械
類
は
７
％
増

の
15
・
５
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
３
位

繊
維
類
お
よ
び
そ
の
製
品
は

18
％
増
の
13・８
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
。

小
売
り
関
連
や
住
宅
系
が
伸

び
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、
１
―
11
月
累

計
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
は
前

年
同
期
比
14
％
減
の
１
６
８

５
・
３
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
。

　
英
海
事
調
査
機
関
ド
ゥ
ル

ー
リ
ー
が
ま
と
め
た
海
上
運

賃
動
向
に
よ
る
と
、
11
月
の

上
海
発
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
向
け

（
40
㌳
型
、
以
下
同
）
は
２

３
９
１
㌦
と
前
月
比
１
８
１

㌦
の
値
上
が
り
。

　
米
国
内
地
域
別
荷
動
き
の

構
成
比
は
11
月
西
岸
53
・
４

％
、
東
岸
35

・
３
％
、
ガ

ル
フ
７
・
３

％
、
そ
の
他

４
％
。「
パ

ナ
マ
運
河
の

問
題
に
加
え

西
岸
労
使
交

渉
が
終
わ
っ

た
こ
と
で
東

岸
に
シ
フ
ト

し
た
貨
物
が

西
岸
に
戻
っ

て
い
る
の
で

は
な
い
か
」

と
海
事
セ
ン

タ
ー
で
は
み

て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産

省
、
経
済
産
業
省
は
26
日
、

荷
主
企
業
や
物
流
事
業
者
、

業
界
団
体
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
る
「
２
０
２
４
年
問

題
」に
向
け
て
作
成
し
た「
自

主
行
動
計
画
」を
公
表
し
た
。

同
日
時
点
で
20
以
上
の
業
種

・
分
野
の
１
０
３
団
体
・
事

業
者
が
計
画
を
策
定
。
荷
待

ち
・
荷
役
作
業
時
間
の
２
時

間
以
内
へ
の
短
縮
、
運
送
契

約
の
適
正
化
な
ど
へ
の
取
り

組
み
を
明
ら
か
に
し
た
。

�

（
３
面
に
関
連
記
事
）

　
物
流
関
係
で
は
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
、
日
本
倉
庫
協

会
、
日
本
冷
蔵
倉
庫
協
会
、

全
国
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

協
会
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
定
期
航

空
協
会
、
日
本
内
航
海
運
組

合
総
連
合
会
、
日
本
旅
客
船

協
会
、
国
際
フ
レ
イ
ト
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
ズ
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
Ａ
）、
全
国
通
運
連
盟
、

航
空
貨
物
運
送
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ａ
）が
計
画
を
策
定
し
た
。 　

政
府
は
次
期
通
常
国
会

で
、
大
手
の
荷
主
・
物
流
事

業
者
に
物
流
効
率
化
へ
の
取

り
組
み
を
義
務
付
け
る
規
制

的
措
置
を
法
制
化
す
る
予

定
。
そ
れ
に
先
立
ち
取
り
組

み
を
促
す
た
め
、
６
月
に
発

表
し
た
24
年
問
題
に
関
す
る

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
国
交

省
、
経
産
省
、
農
水
省
が
策

定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
て
年
内
に
自
主
行
動
計

画
を
策
定
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
た
。

　
日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、
川
崎
汽
船
の
海
運
大
手
３
社
の
２
０
２
４
年
３
月
期
連
結
決
算
で
、
財
務
指
標
の
一
つ
で
あ
る
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本

利
益
率
）
が
10
％
を
超
え
る
期
待
感
が
出
て
い
る
。
足
元
で
は
紅
海
を
迂う

か
い回

す
る
海
運
会
社
が
相
次
ぎ
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
業
績
が
回
復
す
る
と
の

指
摘
も
出
て
き
た
。
円
安
効
果
に
伴
う
業
績
に
よ
る
押
し
上
げ
効
果
も
あ
り
、
純
利
益
が
上
方
修
正
さ
れ
れ
ば
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
の
壁
」
を
超
え
る

可
能
性
も
あ
る
。 Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
視
野
へ

純
利
益
押
し
上
げ

海運大手

紅
海
迂
回・円
安

10
％
増
の
155
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

過
剰
在
庫
脱
す

米
消
費
堅
調

北米東航11月

24
年
問
題
へ
自
主
行
動
計
画

103
団
体
・
事
業
者
が
策
定

国
交・農
水・経
産
省

Ｓ
Ｃ
混
乱
に
対
応

　
―
―
こ
の
数
年
、
港
湾
を
取

り
巻
く
環
境
が
激
し
く
進
化
し

た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
検
疫
の

強
化
や
生
産
能
力
の
低
下
、
労

働
力
の
制
限
な
ど
で
私
た
ち
は

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
混
乱
を

経
験
し
た
」

　
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で
は
天

候
や
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
混

乱
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
よ

く
あ
る
が
、
そ
の
影
響
は
時
間

的
に
も
地
理
的
に
も
限
定
的

だ
」

　
「
対
す
る
コ
ロ
ナ
の
場
合
は

世
界
的
に
、
そ
し
て
長
期
的
な

影
響
が
発
生
し
た
。
わ
れ
わ
れ

は
デ
ジ
タ
ル
化
や
透
明
性
の
向

上
な
ど
を
通
じ
て
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
混
乱
に
対
応
し
て
き

た
」

　
―
―
今
年
の
貨
物
量
の
傾
向

を
ど
う
み
る
か
。

　
「
今
年
１
―
９
月
期
の
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
港
の
貨
物
取
扱
処
理

量
は
前
年
同
期
比
６
％
減
少
し

た
。
鉄
鉱
石
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
、

農
業
用
バ
ル
ク
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
の
取
扱
量
は
増

加
し
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
と

石
炭
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
が

響
い
た
」

　
「
物
量
の
減
少
は
世
界
経
済

の
低
成
長
と
地
政
学
的
緊
張
が

影
響
し
た
と
み
て
い
る
」

グ
リ
ー
ン
水
素
ハ
ブ
構
築

　
―
―
環
境
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
聞
き
た
い
。

　
「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
で
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
を
１

９
９
０
年
比
で
55
％
削
減
し
、

50
年
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
て
い
る
」

　
「
長
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、

現
在
で
は
約
70
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
行
中
だ
」

　
―
―
具
体
的
に
は
。

　
「
グ
リ
ー
ン
水
素
を
中
心
に

生
産
や
輸
送
、
輸
入
、
利
用
な

ど
の
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
は
ブ

ラ
ジ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
、
ナ
ミ
ビ

ア
な
ど
と
も
グ
リ
ー
ン
水
素
の

大
規
模
輸
入
に
関
す
る
提
携
協

定
も
締
結
し
た
」

　
「
グ
リ
ー
ン
水
素
の
製
造
に

向
け
て
は
マ
ー
ス
フ
ラ
ク
テ
２

で
複
数
の
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ

２
０
０
㍋
―
２
５
０
㍋
㍗
の
グ

リ
ー
ン
水
素
プ
ラ
ン
ト
を
建
設

す
る
。
先
行
し
て
シ
ェ
ル
が
建

設
に
着
手
し
て
い
る
」

　
―
―
水
素
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
。

　
「
オ
ラ
ン
ダ
初
の
大
規
模
Ｃ

Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
貯
留
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ポ
ル
ト

ス
を
進
め
て
い
る
」

　
「
同
シ
ス
テ
ム
は
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
港
を
経
由
し
て
、
北
海
海

底
の
枯
渇
し
た
ガ
ス
田
に
Ｃ
Ｏ

２
を
輸
送
し
、
そ
こ
で
海
底
３

㌔
―
４
㌔
㍍
の
地
点
に
永
久
貯

蔵
す
る
も
の
で
、
計
画
で
は
合

計
約
３
７
０
０
万
㌧
を
貯
蔵
す

る
」

　
「
10
月
に
は
輸
送
・
貯
蔵
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
た
め
の
最

終
的
な
投
資
決
定
が
下
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
24
年
に
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
で
建
設
が
開
始
さ

れ
、
26
年
ま
で
に
稼
働
す
る
予

定
だ
」

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
開
発

　
―
―
環
境
と
と
も
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
は
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
の
効
率
性
の

最
大
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
て

い
る
。
逆
に
効
率
性
を
欠
く
も

の
は
全
て
、
持
続
可
能
性
を
も

欠
く
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
」

　
「
私
た
ち
は
港
湾
を
シ
ー
ム

レ
ス
、
持
続
可
能
性
、
接
続
性

と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
分
析

し
て
い
る
。
シ
ー
ム
レ
ス
な
港

と
は
、
船
舶
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ

ン
ド
や
接
岸
時
間
が
短
く
、
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
顧
客
満

足
度
の
高
い
港
の
こ
と
を
指

す
」

　
「
こ
う
し
た
港
を
実
現
す
る

た
め
、
私
た
ち
は
多
く
の
関
係

者
と
共
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
港
湾
で
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
し
、
持
続

可
能
性
に
も
寄
与
す
る
」

サ
イ
バ
ー
対
策
推
進

　
―
―
今
夏
、
日
本
の
港
湾
施

設
を
標
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
攻

撃
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
「
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
増
大

と
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ

り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
脅
威
の

間
に
不
均
衡
が
生
じ
る
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
」

　
「
こ
の
不
均
衡
は
、
港
湾
内

の
１
企
業
で
事
案
が
発
生
し
た

場
合
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
に
破
壊
的
な
影
響
を
及
ぼ
す

リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
、
非
常

に
懸
念
さ
れ
る
」

　
「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
は
16
年

か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
港

湾
サ
イ
バ
ー
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
『
Ｆ
Ｅ
Ｒ

Ｍ
』
を
通
じ
て
、
港
湾
で
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関

す
る
意
識
向
上
や
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
」

　
―
―
日
本
国
内
で
は
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
制
度
的

措
置
な
ど
も
議
論
さ
れ
て
い

る
。

　
「
欧
州
で
は
現
在
、
水
道
会

社
や
通
信
会
社
な
ど
の
基
幹
業

務
に
特
化
し
た
法
律
『
Ｎ
Ｉ
Ｓ

１
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
シ
ス

テ
ム
指
令
）
指
令
』
が
施
行
さ

れ
て
い
る
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港

湾
局
の
船
舶
輸
送
業
務
も
こ
の

指
令
に
該
当
す
る
」

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
１
で
は
必
要
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
関
係

者
が
政
府
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
講
じ
、

重
大
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
報
告

す
る
よ
う
指
定
さ
れ
て
い
る
」

　
「
来
年
Ｎ
Ｉ
Ｓ
２
の
施
行
に

よ
り
対
象
と
な
る
部
門
や
組
織

の
数
が
拡
大
す
る
。
重
要
イ
ン

フ
ラ
企
業
は
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク

評
価
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
」

環
境
・
デ
ジ
タ
ル
対
応
強
化

In
terview

　
欧
州
の

　
　
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー

　
欧
州
最
大
の
港
湾
で
あ
る
蘭
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
は
持
続

可
能
な
港
湾
運
営
の
実
現
に
向
け
、
環
境
対
応
や
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
る
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港

湾
公
社
の
シ
ッ
パ
ー
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
・
コ
ン
テ
ナ
担
当

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ア
ニ
タ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ラ
ー
ン
氏
に

同
港
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

�

（
聞
き
手　
浦
野
綾
、
神
頭
久
）

ア
ニ
タ・フ
ァ
ン・
デ
ル・
ラ
ー
ン
氏

ロッテルダム港湾公社
　　シッパー・フォワーダー・
　　コンテナ担当マネジャー

国・地域
日本 51,810（ ▲ 1.2 ） 576,744（ ▲ 3.4 ）
韓国 104,245（ 7.4 ） 1,082,816（ ▲ 2.0 ）
台湾 49,518（ ▲13.7 ） 581,150（ ▲19.4 ）
中国＋香港 855,479（ 11.0 ） 9,411,568（ ▲16.3 ）

中国 850,897（ 11.2 ） 9,349,782（ ▲16.1 ）
香港 4,583（ ▲17.9 ） 61,786（ ▲38.2 ）

マカオ 30（ 66.2 ） 239（ 24.8 ）
ASEAN計 378,137（ 16.5 ） 3,996,601（ ▲13.2 ）
 シンガポール 11,012（ 0.7 ） 123,481（ ▲ 9.8 ）
 フィリピン 11,368（ ▲ 4.1 ） 118,302（ ▲16.7 ）
 マレーシア 33,410（ 10.4 ） 336,575（ ▲16.0 ）
 インドネシア 37,550（ ▲ 2.2 ） 414,566（ ▲19.2 ）
 タイ 75,328（ 29.1 ） 820,854（ ▲ 5.1 ）
 ベトナム 191,738（ 18.4 ） 1,981,773（ ▲15.0 ）
 カンボジア 15,448（ 33.5 ） 182,600（ ▲ 8.0 ）
 ミャンマー 2,284（ 90.3 ） 18,449（ 21.7 ）
南アジア計 114,436（ 7.9 ） 1,203,493（ ▲12.3 ）
 スリランカ 5,512（ ▲ 0.6 ） 57,320（ ▲19.1 ）
 バングラデシュ 7,626（ ▲12.0 ） 106,578（ ▲24.8 ）
 パキスタン 10,942（ ▲ 2.0 ） 112,709（ ▲19.0 ）
 インド 90,356（ 12.0 ） 926,886（ ▲ 9.2 ）
合計 1,553,655（ 10.3 ）16,852,612（ ▲14.2 ）

■アジア－米国航路 東航2023年11月と1－11月の荷動き
東航(11月分) 1-11月累計

速報値。単位:TEU、カッコ内は増減率％、▲は減

自己資本
最終利益
(予想）

ROE
自己資本

比率
FCF PBR

日本郵船 26,471 2,200 8.3％ 65.9％ 1,196 0.81倍

商船三井 21,603 2,200 10.1％ 54.6％ 263 0.76倍

川崎汽船 15,837 1,050 6.6％ 73.6％ 1044 0.90倍

■海運大手の主な財務指数

単位＝億円、2023年9月期、最終利益は24年3月期。PBRは26日午後3時時点
ROE＝自己資本利益率、FCF＝純現金収支、PBR=株価純資産倍率


